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令和元年度 防衛大学校土木会総会決議のお知らせ 

 

第１号議案 平成３０年度（３０．４．１～３１．３．３１）事業報告 

（１）総会および懇親会 

  ア 日 時 

    平成３０年６月２１日（金） １９００～２１００ 

  イ 場 所 

    アルカディア市ヶ谷 私学会館 

 ウ 総会   （１９００～１９１０） 

懇親会 （１９１０～２１００） 

  エ 参加総数：７３名 

（２）第６３期本科卒業生に対する表彰 

ア 受賞者 

一政 徹（陸）、筒井 健司（陸） 

イ 時期 

平成３１年２月２７日（水） 

 

本件は、原案どおり承認されました。 

 

第２号議案 平成３０年度決算報告(平成３１．３．３１現在)および監査報告 

 

収入内訳 支出内訳 

・終身会費            300,000 円 ・通信連絡費           220,509 円

・寄付金           100,000 円 ・名簿更新費            62,000 円

・名簿役務費             30,000 円

・事務消耗品費            12,006 円

・学生表彰副賞費用         12,566 円

・総会・懇親会費用         66,687 円

収入小計 400,000 円 支出小計 403,768 円

平成２９年度からの繰越 2,726,084 円 平成３１年度へ繰越 2,722,316 円

合 計 3,126,084 円 合 計 3,126,084 円

監査報告： 平成３１年４月１日（月）受査（正寶 太朗 会計監事） 

 

本件は、原案どおり承認されました。 
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第３号議案 令和元年度事業計画 

（１）総会および講演会の開催 

日 時：令和元年６月１４日（金）１８００～１９００ 

場 所：グランドヒル市ヶ谷  真珠 

講 師：防衛大学校学校長 國分 良成 様 

題 目：「中国をめぐる内外情勢－日米中関係を中心に」 

（２）懇親会の開催 

日 時：令和元年６月１４日（金）１９００～２１００ 

場 所：グランドヒル市ヶ谷  珊瑚 

（３）土木会名簿の更新 

   各期幹事に調査を依頼 

（４）土木会会報Ｖｏｌ.１７の発刊    

（５）第６４期本科学生に対する表彰 

令和２年３月実施予定 

 

本件は、原案どおり承認されました。 

 
第４号議案  会報の発刊要領および会則の改定 

（１）会報の発刊要領 

   ホームページを開設して掲載 

（２）会則の改定 

   会報の発刊要領の変更に伴い、防衛大学校土木会会則 付則３項を廃止 

 

本件は、原案どおり承認されました。 

   

第５号議案  会員名簿作成要領および会則の改定 

（１）調査要領 

  ア 会員全員を対象としたはがきによる調査を廃止し、期幹事に各期の名簿調査

を依頼 

  イ 技官および理工学研究科卒業生（本科卒業生を除く）の担当者を設置し、名

簿調査を依頼 

（２）調査時期 

  ア 退官期 

５月頃（年１回） 

イ 現役期 

５月頃及び１０月頃（年２回） 

（３）会則の改定 

    会員全員を対象としたはがきの送付の廃止に伴い、防衛大学校土木会会則 

付則４項を廃止 

 

  本件は、原案どおり承認されました。 
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第６号議案  令和元年度予算案 

 

収入内訳 支出内訳 

・終身会費（見込み）        300,000 円 ・通信連絡費           300,000 円

・名簿更新費           63,000 円

・名簿役務費            30,000 円

・事務消耗品費            25,000 円

・学生表彰副賞費用          15,000 円

・総会･講演会および懇親会費用  80,000 円

収入小計 300,000 円 支出小計 513,000 円

平成３０年度からの繰越 2,722,316 円 令和２年度へ繰越 2,509,316 円

合 計 3,022,316 円 合 計 3,022,316 円

 

本件は、原案どおり承認されました。 

 

第７号議案 令和元年 土木会役員 

 

役 職 名 前 期 別

会 長 山﨑 幸二 ２７期

副会長 岸川 公彦 ２８期

 日比野 忠史 ２８期

会計監事 正寶 太朗 ５８期

理 事 黒田 一郎 教 官

 長合 友造 ２７期

 山根 茂樹 研３５

 深和 岳人 技 官

 別府 万寿博 ３６期

 

原案どおり各氏が選任され、就任しました。 
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会則の改定（第４・５号議案関連） 

 

 

改定案では、会報の発刊をホームページ上での掲載とし、また会員全員を対象と

したはがきの送付を廃止することから、防衛大学校土木会会則 付則３、４項を廃

止する。 

 

 

 

現行 

 

付則： 

１ 本会則は、昭和６３年１２月２日から施行する。 

２ 会費は、終身会費制とし、その額を 10,000 円とする。 

３ 会報は、逝去者、宛先不明者、脱会希望者には配布しない。 

４ 総会案内は、逝去者、宛先不明者、脱会希望者、連絡不要者には送付しない。 

 

 

 

改定案 

 

付則： 

１ 本会則は、昭和６３年１２月２日から施行する。 

２ 会費は、終身会費制とし、その額を 10,000 円とする。 
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